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令 和 ７ 年 度 事 業 報 告（案） 

 

愛媛県地域公共交通計画に記載する事業の実施に関して必要な協議を行うとともに、南予

南部地域において地域自らがデザインする地域公共交通の実現に向けた各種実証事業を実施

した。 

 

１ 運営に関する事業（217,566円） 

愛媛県地域公共交通計画に位置付けた事業及び地域公共交通の維持、確保、再編に係る

事項を協議するため、協議会及び部会を開催した。 

(１) 愛媛県地域公共交通網再編協議会 

  第１回 令和７年 ６月２４日（国庫補助申請書類の審議、国交省の取組について） 

  第２回 令和７年 ９月１６日（書面開催：バス事業者のダイヤ変更） 

  第３回 令和８年 １月 ９日（書面開催：バス事業評価） 

(２) 南予南部交通アクセス向上検討会 

  第１回 令和７年 ７月２８日（多様な関係者と地域の交通ニーズを検討） 

  第２回 令和７年１０月１６日（Ｒ７事業についての意見交換） 

  第３回 令和８年 ３月２３日（Ｒ８事業に向けた意見交換） 

 

 

２ 南予南部共創型交通アクセス向上に関する事業（12,450,005円） 

予土線沿線を含む南予南部地域において、医療、教育、福祉などの関係機関における移

動ニーズを踏まえながら、新たな交通体系を当該機関等とともに「共創」し、地域自らが

デザインする地域公共交通の実現を図るため、各種実証実験を実施した。 

(１) 予土線・宇和島自動車路線バスにおけるモーダルミックスの実証実験 (1,895,305円) 

   宇和島駅～松丸駅間を有効区間とするＪＲ又は路線バスの乗車券類で、他方のＪＲ又

はバスを相互利用できるモーダルミックスの実証実験を、Ｒ６年度事業から拡充して行

うことで、公共交通の利便性向上による利用促進効果を検証した。 

(２) 予土線Ｗｉ－Ｆｉ設置の実証実験（2,921,172円） 

   ＪＲ予土線の車内にＷｉ－Ｆｉ環境を整え、乗客の利用率やアンケートにより利便性

向上や利用促進の可能性を検証した。 

(３) 電動シェアモビリティサービス導入の実証実験（7,633,528円） 

   南予南部の鉄道やバスの交通結節点等に、電動キックボード「ＬＵＵＰ」の貸出ポー

トを設置し、公共交通から観光地等までの二次交通を補完する実証実験を行い、予土線

を含めた地域公共交通の利用促進策としての可能性を検証した。 
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令 和 ５ 年 度 収 支 決 算（案）

収 入 額 15,199,020    円

支 出 額 12,667,571    円

差 引 額 2,531,449      円

（１）収入の部 （単位：円）

予算額 決算額 差引増減 備　　考

7,808,000 7,808,000 0 県からの負担金

6,619,000 6,056,708 △ 562,292
国庫補助金
(R8.4.22受入)

1,000 12,601 11,601 預金利息

1,321,711 1,321,711 0 前年度からの繰越金

　小計 15,749,711 15,199,020 △ 550,691

（２）支出の部 （単位：円）

予算額 決算額 差引増減 備　　考

　会議費 1,103,000      212,466         890,534
会議謝金・旅費、
会場使用料

　事務費 68,000          5,100            62,900
振込手数料、
物品購入費

　計画策定事業費 13,256,000    12,237,155    1,018,845 事業実施経費

　予備費 1,322,711 212,850 1,109,861 事業実施経費

15,749,711    12,667,571    3,082,140

　負担金

　補助金

令 和 ７ 年 度 収 支 決 算　(案)

小計

　その他収入

　繰越金
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令 和 ８ 年 度 事 業 計 画（案）  

 

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成 19 年法律第 59 号。以下「法」とい

う。）第５条第１項の規定に基づく愛媛県地域公共交通計画に関して、必要な協議及び調査

事業を実施する。 

 

１ 運営に関する事業（624千円） 

愛媛県地域公共交通計画に位置付けた各種事業を着実に実行するため、及び事業の実施

状況の把握・評価等を行うため、協議会を開催する。 

 

２ 南予南部共創型交通アクセス向上に関する事業（11,490千円） 

予土線沿線を含む南予南部地域において、医療、教育、福祉などの関係機関における移

動ニーズもふまえながら、新たな交通体系を当該機関等とともに「共創」し、地域自らが

デザインする地域公共交通の実現を図る。 

 

（１）南予南部交通アクセス向上検討会の開催（119千円） 

   国、市町、交通事業者だけでなく、医療機関や教育機関、福祉団体等も参画する検討

会を開催し、利用者目線で地域公共交通のアクセス向上を検討する。 

 

（２）公共交通マップの提供による利用促進効果の検証（11,371千円） 

   ＪＲ予土線沿線を中心とする高齢者及び中学生を対象に、それぞれに合った公共交通

マップ等を通じて様々な情報を提供し、予土線の利用促進効果などを検証する。 

 

３ 予備費（2,624千円） 

次期交通計画の策定を見据えて、公共交通の乗降データ、人流データ等、有用と見込ま

れる調査等の事業を検討する。 
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施策

KGI
細施策

指
標

KGI

 事業概要事業イメージ KPI

KGI

免許返納後の高齢者向け、中学生向けの公共交
通マップ等による情報提供の利用促進効果につ
いて検証。

【南予南部地域の現状】
〇人口減少、高齢化、過疎化、自家用車の普及→公共交通機関の利用減
〇幹線であるJR予土線→国が想定するローカル鉄道再構築協議会制度の候補路線
〇18歳以上の住民の約80％が地域公共交通を利用していない現状
〇幹線と二次交通のアクセス強化のため、利用者目線のニーズ把握と多様な主体の連携に
よる利用促進・利便性向上が必要

合計
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【公共交通マップ提供による利用促進効果検証事業】

７ 南予南部共創型交通アクセス向上事業費
令和８年度当初予算（案）

予算額 5,896千円

予土線沿線を含む南予南部地域において、医療、教育、福祉などの関係機関における移動ニーズも踏まえながら新たな交通体
系を当該機関等とともに共創し、地域自らがデザインする地域公共交通を実現する。

25 暮らしを支える地域交通の維持と基盤整備

県内の主な公共交通機関の年間輸送人員（鉄軌道、一般旅客自動車）

25-1 県内公共交通の安定確保

県内の主な公共交通機関の年間輸送人員（鉄軌道、一般旅客自動車）

日常的な外出での移動手段が公共交通である
県民（南予地域）の割合
(県内全域の割合と同値を目指す）

現状値
目標値 13.8％（R8年度）

11.6％（R6年度）

34,504千人（R5年度）

40,656千人（R8年度）

34,504千人（R5年度）

40,656千人（R8年度）

現状値

目標値

現状値

目標値

お問い合わせ先
企画振興部部政策企画局
地域政策課交通政策室

(089-912-2251) 

※愛媛県地域公共交通網再編協議会として実施
 総事業費：11,490千円(県：5,896千円 国：5,594千円)

１ 南予南部交通アクセス向上検討会の開催
事業費119千円（県119千円）

国関係機関や関係市町、交通事業者のほか、医療機関や教育機関、福祉団体等も

 参画する検討会を開催し、利用者目線で地域公共交通のアクセス向上を検討する。
参集範囲：四国運輸局、関係市町（宇和島市、松野町、鬼北町、愛南町）、

 交通事業者、医療・教育・福祉など他分野の関係機関
開催回数：年４回程度
協議内容：移動ニーズの確認、他分野共創に向けた検討等

２ 公共交通マップの提供による利用促進効果の検証

事業費11,371千円（県5,777千円 国5,594千円）
①南予南部地域における高齢者向け公共交通マップの作成と効果検証
免許返納後の公共交通利用を想定した高齢者向けに特化した公共交通マップを作成し、
南予南部地域の60代後半から80代前半の住民に配布するとともに、情報提供や交通プラン
作成による公共交通利用促進効果を検証する。
調査地域   ：宇和島市、松野町、鬼北町、愛南町
調査対象   ：調査地域に居住する60代後半から80代前半の男女4,000人

②JR予土線沿線の中学生向け公共交通マップの作成と効果検証
進学、就職のための公共交通利用を想定したJR予土線沿線市町の中学生向けに特化
した公共交通マップを作成及び配布するとともに、地域公共交通の認知度や利用意向につ
いてアンケート調査を行う。
調査地域 ：宇和島市、松野町、鬼北町
調査対象 ：調査地域にある中学校の1年生から３年生の生徒（７校想定）  

南予南部交通アクセス向上検討会
（県地域公共交通網再編協議会の部会として実施）

【令和８年度】
【令和９年度以降】

他地域での施策検討

地域自らがデザイン
する公共交通の実現

R6「愛媛県南予南部地域公共交通住民ニーズ調査」結果より抜粋

調査回答者数（人）

愛媛県地域公共交通網
再編協議会

これまでの
検証結果の
情報共有

1290



収 入 額 14,738        千円

支 出 額 14,738        千円

（１）収入の部 （単位：千円）

予算額 前年度予算額 差引増減 備　　考

6,520          7,808          △ 1,288 県からの負担金

5,685          6,619          △ 934 国庫補助

1                1 0 預金利息

2,531          1,322 1,209 前年度からの繰越金

14,738        15,750        △ 1,012

（２）支出の部 （単位：千円）

　費目 内訳 予算額 前年度予算額 差引増減 備　　考

会議費 647            1,103          △ 456
会場使用料、旅費、謝
金　等

事務費 96              68              28
消耗品費、振込手数料
等

調査費等 11,371 13,256 △ 1,885 委託費　等

2,624 1,323 1,301

14,738        15,750        △ 1,012

　費目

負担金

補助金

令 和 ８ 年 度 収 支 予 算 （案）

予備費

合計

　その他収入

　繰越金

合計

事務局費

事業費
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